
   

 

例会日 毎週木曜日 １８時３０分 

例会場 関観光ホテル（関市池尻９１－２） 

事務局 関市西本郷通５－２－５３ ＴＥＬ０５７５－２４－７３３２・ＦＡＸ０５７５－２３－５２７８ 

会 長：石原 妙生  副会長：川村 紳一  幹 事：波多野 篤志  クラブ会報委員長：吉田 和也 

 

ロータリーで何か発見を！  

２０１６～２０１７年度 関中央ＲＣ会長テーマ 

 
 

本日のプログラム 第１８７７回例会 ２０１６年１０月２９日（土） 

コンテスト発表会   ／ 担当 ４０周年記念実行委員会 

 

 

前例会の記録 

 第１８７６回 ２０１６年１０月２７日（木） 

Ｃ．Ａ 地区大会報告 ／担当 会長、幹事 

＊ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

＊会長あいさつ  石原妙生会長 

本日 10 月 27 日は「テディベアズ・

デイ」熊のぬいぐるみの日です。 

1997 年に日本テディベア協会が制

定しました。 

大切な人に、「あなたのことを考えている私がここにい

ますよ」という気持ちをテディベアを介して伝える日

ということです。由来はアメリカの第 26 代大統領セオ

ドア・ルーズベルト（愛称テディ）が熊狩りで瀕死の

熊に出くわした時、殺すのではなく助けた事が美談と

なり、その事から来ているそうです。 

さて、10 月 22・23 日の高山で行われた地区大会へ

沢山の方に出席をして頂きました。泊りでの 2 日間ご

苦労様でした。 

 年度当初にお話しした様に、地区大会への出席は会

員全員を対象にしたもので、親睦旅行の様な行事にな

ればと考えていました。会員皆様のご理解のおかげで

15 名という約半数の出席を頂き参加する事が出来まし

た。 

私から少しお話しさせてもらいますが、今年度は“わ

の心を文化に”のコンセプトの元行われました。オー

プニングではガバナーが裃（かみしも）姿で、RI 会長

代理は御所車に乗って登場され、随所で和を意識し、

全体的にも「見せる工夫」や「凝った演出」があり、

すごく良かったという印象でした。ガバナーもいつに

なくユーモラスな話をされちょっと印象が変わりまし

た。 

又 2 日目の講演では「博多の歴女」と言われる講師の

方が日本の歴史について話されました。その方は笑顔

で声も素敵で話し方も上手、内容がどんどん聞き手に

伝わって来て、ちょっと感動しました。 

 親睦については、高山の雰囲気のある会場で美味し

い料理や酒を頂き、大変良い懇親会が持て、幹事に感

謝です！ 帰りに少々ハプニングがあり忘れられない

思い出になりそうです。 

40 周記念事業のお願いです。10 月 29 日はいよいよコ

ンテストの発表会です。 

委員長や部会長を始め役員の皆様で準備をして頂きま
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した。たくさんの会員が参加して、コンテストの発表

会を成功させましょう。よろしくお願いします。 

最後になりますが、本日は会員の話があります。伊佐

地金嗣先輩、よろしくお願いします。 

＊会員の話の時間 

              伊佐地金嗣会員 

私は三期、下条会長の時に入会し、

ロータリーは 33 年になります。入会

してよかってことはと聞かれますと

良い事ばかりでした。奉仕と言う言葉の元に異業種の

方々に会え、いろんな意見、話が聞け人生に於いて、

大変プラスになりました。 

私は二十才より神主の綱領の中に「世のため人のため

に奉仕し、神のみこともちとして世つくり固め成すこ

と」がロータリーの四つのテストに合致いていること

が、今日まで続けてこれた原因だと思います。継続は

力なりと言いますが、これからも生有る限り。よろし

くお願いします。 

＊Ｃ．Ａ地区大会報告 

長谷川修会員 

10 月 22,23 日高山で開催の地区大会

へ出席いたしました。22 日当日の模

様を報告いたします。 

当日は、バス乗車の方とマイカーの方とで高山市民文

化会館ホールに集合しました。 

本会議は、昼の 1時から剱田ガバナーの点鐘に始まり、

歓迎の言葉を大会実行委員長 島良明氏より頂き、来

賓、特別招待者、特別出席者のご紹介後、剱田ガバナ

ーの挨拶へと進んでいきました。 

 今年度はロータリー財団創立 100 周年であり誠にめ

でたく、意義ある感動的な大会になることを願います

との挨拶から その中でご自身の父親もロータリアン

だったそうで、ロータリーの教育を受けたことは無い

けれども、父親のロータリーに対する真摯な姿勢に影

響を受け自身もロータリアンとして活躍しておられる

ようで、また、何事にも一生懸命にやり、相手に思い

やりの心があるから一生懸命になれると申されており

ました。 

真にウィットに富んだ方で会場にも笑いをふんだんに

取り、柔和な雰囲気で進んでいきました。 

次の地区代表幹事 伊藤正隆氏より 

地区現況報告があり、8 月末現在の会員数は 

三重県 

12 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 33 ｸﾗﾌﾞ会員数 1365名（内 女性会員 87名） 

岐阜県 

12 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 44 ｸﾗﾌﾞ会員数 1758名（内 女性会員 54名） 

総計   77 ｸﾗﾌﾞ 3075 名（内 女性会員 141 名） 

7・8 月 増員数 45 名達成。 

日本全国  2,265 ｸﾗﾌﾞ 会員数 89,454 名 

世界全体 35,533 ｸﾗﾌﾞ 会員数 1,228,956 名 

との報告がありました。 

会計報告の後、参加クラブの紹介があり、今回“わの

心を文化に”とのコンセプトからか、和気藹々と親睦

したいとの思いが各参加グループにも明るく伝わって

いたようで、グループの紹介から始まり、各グループ

10 分程度でしたが、趣向を凝らした、音楽あり、振り

付けありのユーモアたっぷりで各クラブの地域の特色

などが分かりやすく楽しいクラブ紹介でした。 

その後、各種表彰へと進み、次によねやま親善大使、

国際青少年交換学生、国際青少年派遣交換学生、ロー

ターアクト・インターアクト代表、財団学友会代表の

スピーチがあり、みなさんがそれぞれ体験談及び現況

報告をされましたが、貴重な経験を基に成長し、社会

奉仕に貢献できるようになったのはロータリーのおか

げであります。と、皆さんが感謝の気持ちを表してお

りました。最後に、国際ロータリー第 2680 地区の久野

薫氏による基調講演があり、閉会・点鐘となりました。 

閉会後は当クラブは懇親会へと場所を移動し、みなさ

んとそこで又、和気藹々と歓談でき有意義な時間を過

ごせました。 

大藪太会員 

２日目の報告させて頂きます。剱田ガバナーの点鐘に

続き国家斉唱、物故者の紹介、ホストクラブ会長挨拶、

来賓の祝辞、参加クラブ紹介、ガバナー挨拶、ＲＩ会

長代理挨拶と続きました。そのあと大会特別委員会報

告、大会決議採択へと進み、ここまで約１時間半、そ

の後約 15 分の休憩がありました。休憩の後始まった記

念講演の講師は、元日本航空の客室乗務員で、現在は

福岡市に在住しながら、日本の歴史や文化の素晴らし

さを国内外に発信するために、全国各地で講演に取り



組んでいる白駒妃登美さんでした。 

白駒氏が歴史への関心を持ったのは、大学３年の時に

オーストラリアでホームステイをした際、ステイ先の

人から、2000 年に及ぶ日本の歴史の古さを称えられた

にもかかわらず、いかに自分が日本の建国の歴史を知

らないかを思い知らされたことがきっかけでした。帰

国して日本の歴史を調べ始めたこと、そして神武天皇

が即位してから、日本が今年で建国 2676 年、2 位のデ

ンマークの 1100 年と比較しても、世界でダントツに歴

史の古い国であることが紹介されました。 

 また日本人の特質である、恩を感じることのできる

国民性が、いかに世界で信頼され、尊敬されているか。

それは日本人の、道徳心の高さによるものであるとさ

れます。戦後ウズベキスタンに強制送還された日本兵

が強制労働によって造らされたオペラハウス。大地震

の時に周りの建物が倒壊したにもかかわらず、そのオ

ペラハウスだけは無事でありました。奴隷として働か

されている、劣悪な環境の中で従事した建設作業。そ

んな作業においても誠心誠意働いた日本人の誠実さ、

そして技術力の高さ、そういう日本人伝説は今でも台

湾、イラクを始め世界各地に残っているそうです。 

 そしてもう一つの話、高山で幼少の頃を過ごしたと

される、山岡鉄舟の話です。世界史的に見ても非常に

稀な無血クーデターであった明治維新。その最大のク

ライマックスである、江戸城開城の立役者は西郷隆盛

と勝海舟と言われていますが、白駒氏は徳川家の家臣

である山岡鉄舟こそが最大の立役者だといいます。西

郷のいる駿府へ単身乗り込もうと、命を捨てて臨んだ

鉄舟。数々の迫害に遭いながらも、最後は清水の次郎

長に守られながら西郷の元にたどり着いたとされます。

そして徳川家臣ではあるが、身分の低い鉄舟を追い返

すことができたにもかかわらず、あえて面会を許した

西郷の度量。白駒氏は鉄舟こそ「ラストサムライ」で

あると言います。いかにも浪花節な話でしたが、私も

こういう話は嫌いではありませんので、大変興味深く

聞きました。 

 日本人の求めた道というのは、得ることが目的では

なく、与えること、私を捨て公の為に尽くすというこ

と。そして公に生きるために必要なことは、恥を知る

こと、孟子の言葉である惻隠の情、または利他の心、

そしてその利他の心を実践している人達こそ、皆さん

方ロータリアンであると大変うまい話しで、締めくく

られました。 

小川糧司会員 

高山市民会館で 77 クラブで登録

1400 人ぐらいで午後 1 時から開催さ

れました。1 日だけの参加者もずいぶ

んあったようで会場の席は 1400位のところ初日は 6割

ぐらい 2 日目は 9 割ぐらいの参加者でした。初日が 18

時まで 2 日目は 9 時から 12 時半まで 

その後飛騨ホテルに移動して大昼食会で終了しました。

ここ 10年ぐらい毎年参加をしていますが今年の感想は

さすが剱田ガバナーだなーという感想です。スケジュ

ールにも以前とは少し違って、進歩があり、ひきつけ

られるところがありました。 

 参加グループ報告は 2 回翌日にもあり初日は各ガバ

ナー補佐が各自好きな音楽に乗って、それぞれに衣装

もガバナーの依頼で地域色・個性を出して分区内のク

ラブ紹介をされました。伊賀は忍者の衣装で、あるク

ラブは和服に裃で落語調で語り、またジェームズボン

ドの音楽に合わせ、映画の「当局は一切関知しない」

とボンド調の語りなどなかなか面白い企画でした。初

日はクラブ名と特色を報告。2 日目は参加者人数の報告

がこれもガバナー補佐からありました。もっとも意外

だったのはこの後に地区役員、各クラブ会長、どこの

クラブの会員かわかりませんが女性会員、地区の受け

入れ交換学生の皆さんが数名ずつでＡＫＢ48 の恋する

フォーチューンクッキーの音楽に合わせて踊る姿が放

映されました。約５分若い人がやれば格好いいのでし

ょうが八十近いおじいさん達がやったので会場がオオ

ーと大変盛り上がりました。 

 2 日目はロータリアンの最高齢現役メンバー二人に

特別表彰がありました。一人は三重県の 90 歳代の人と

郡上の大畑さん 97 歳の二人が受けられました。大畑さ

んは 60 歳で入会をして現在 37 年目だそうです。お礼

の挨拶では例会が楽しくて仕方がない、みんなに会う

のが健康の秘訣であるといわれ、約 5 分のスピーチを

詰まることなく、はっきりと話されました。10 代で近

衛兵になり、その後満州に出兵して終戦間際には 40 人

ぐらいでガダルカナルへ転戦し、最後は後方支援も受



けられず、食べるものも何もなくなり、草木はもとよ

りネズミ、バッタ、蛇、カエル何でも捕まえて食べた

といわれました。その間仲間は動けなくなるとそこに

放置され、穴の中で自決したものもあった。その間に 7

回銃弾を体に受けたけど、奇跡的に戻れ、今日がある

と話されました。話が終わりましたら会場からこの大

会最高の拍手がありました。私も感動しました。 

 今回の大会の記念講演も感動の講演でした。講師は

「博多の歴女」白駒妃登美氏 63 歳の女性でした。あま

りなじみがありませんが、歴史にとても詳しく幾つか

の歴史に関する著書を出しておられます。テーマは「日

本人のすごさ」でした。 

数千年の世界の歴史から見ると、日本は侵略に幾度も

耐えてきた。中でも一番危険が迫ったのは幕末である。

なぜ耐えれたかは徳川幕府を無血開城することが出来

たから。内戦で戦っていたら国内の戦力は薄れ、外国

に攻め落とされ植民地化されたでしょう。 

無血開城をなしえたのは幕末の志士 山岡鉄舟が西郷

隆盛と幕府軍の勝海舟を命がけで引き合わせて実現し

たのです。それによって日本は現在に至るという講演

でした。話しぶりがとうとうとあふれるように話され

最後はすごい拍手でした。 

＊コンテスト発表会打合せ 

資料に基づき打合せ 

＊出席委員会 

会員数３１名、本日の出席２４名です。 

＊ニコボックス委員会 

・会長、副会長、幹事 

地区大会にご参加の方、ご苦労様でした。本日の発表、

長谷川さん、大藪さん、小川さんよろしくお願いしま

す。 

・加納淳至会員 

初のレポーターで発表をがんばります。 

・小澤重忠会員 

明後日にコンテスト発表会をひかえ、良き打合せをし

ましょう。 

２４名のご投函ありがとうございました。 

＊１０月ＩＧＭ報告 レポーター 加納淳至会員 

カウンセラー：波多野好文会員、Ｒ情報委員：喜久生

明男会員、世話役：藤村伸隆会員、レポーター：加納

淳至会員、古田育則会員、田中静夫会員 

場所は味の孫六さんで開かれました。会員増強につい

て話し合われました。具体的には退会された方のご子

息などにお声がけして例会に参加していただき知って

いただく場を設けたらどうかという意見がでました。 

私なりに思ったことは、ロータリーというものをもっ

と色んな方に知ってもらう機会を多く持てたらいいの

ではないかと感じました。私も話を聞くまでロータリ

ーがどういったものなのかというのを知りませんでし

たので、そういった場があれば出席してみたいとか行

動してみたいとかそういった方が出てくるのではない

かと思いました。 

＊幹事報告 

例会終了後に指名委員会がありますので関係者の方は

出席をお願いします。 

11 月のロータリーレートは 1 ドル 102 円となっており

ます。 

新入会員の伊佐地司会員の入会式は 11 月末もしくは

12 月はじめに行います。 

＊メークアップ報告 

10/14 １０月ＩＧＭ 

波多野好文会員、喜久生明男会員、藤村伸隆会員、古

田育則会員、加納淳至会員、田中静夫会員 

10/22,23 地区大会 

伊佐地金嗣会員、石原妙生会員、川上勉会員、川村紳

一会員、佐藤忍会員、波多野篤志会員、波多野好文会

員、山田文夫会員、山本義樹会員、長谷川修会員、吉

田和也会員、西田健一会員、小川糧司会員、古田博文

会員、大藪太会員 

＜次例会の案内＞ 

第１８７８回 ２０１６年１１月６日（日） 

森林整備例会（里山） 

 担当：環境保全・ＩＡＣ委員会 


